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研究成果の概要（和文）：効率的で公平な資源配分を達成するメカニズムの性能と実行可能性を

めぐり,いくつかの異なる経済モデルを研究した．複数の均衡がある純粋交換経済モデルは，理

論上不公平な均衡が達成されるが本研究の実験のデータは公平な均衡への収束を示した．一方，

貨幣経済モデルでは，実験のデータは殆ど理論通りであった．寡占モデルでは,実験のデータは

非協力均衡ではなく協力解の結果に近かった．中国の環境問題の実証研究では，アンケート調

査の結果，市場競争が厳しいほど企業の環境保全意識が高まる傾向が観察された． 

 
研究成果の概要（英文）：We investigated performance and implementability of mechanisms to attain 
efficient and equitable resource allocations in some different economic models. As for the pure exchange 
economy model with multiple equilibria, theory predicts that an inequitable equilibrium is attained but 
our experiment showed that the data converged to the fair equilibrium. For the monetary economy 
model, the observations of our experiment were almost the same as theoretical prediction. About the 
oligopoly model, we observed that the experimental data were not predictions by noncooperative 
equilibrium but close to theoretical outcomes from cooperative solutions. About the empirical studies on 
environmental problems of China, we utilized plant-level survey data, and observed that market 
competition facilitated firms aware of sustainability. 
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１．研究開始当初の背景 

これまでの競争市場に関する実験研究の多く

では，取引される財の数が一つに限られた部

分均衡のケースが想定されていた．複数個の

財が取引される枠組みにおいて，理論の妥当

性を検証する実験研究は少ない．また，既存
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の実験研究の多くでは，市場に安定な均衡が

唯一存在するケースを想定し，その均衡に収

束するか検証してきた．他方，理論的には，

複数個の均衡をもつ経済も重要な分析対象と

なってきた．しかし，安定な均衡と不安定な

均衡の両方が存在する場合，本当に安定な均

衡が実現されるかについて，実験研究は行な

われていなかった．また完全競争市場に加え

て，企業が生産する商品が製品差別化されて

いる不完全競争市場のモデル分析は，有効な

分析手法の一つとして膨大な量の理論研究が

発展してきた．しかし，さまざまな分野に応

用されているにもかかわらず，不完全競争モ

デルを検証する経済実験は非常に少ない． 

メカニズム・デザイン理論の分野では，たと

え制度への参加者が自分の利得だけを追求

して，利己的に行動したとしても，結果とし

て均衡では，効率的な公共財供給を遂行する

さまざまなメカニズムや，共有地の悲劇を回

避できるメカニズムが提唱されてきた．しか

しながら，これらの理論的には性能が良いメ 

カニズムが，実験室ではうまく機能していな

かった．これゆえ，メカニズムの実際の有効

性が疑問視されている． 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は，効率的で公平な資源配分を

実現する市場制度の設計可能性について分

析を行うことである．まずは均衡が複数存在

する市場の基礎条件に関する理論研究を再

検討する．研究の対象は，多数の消費者が取

引を行う完全競争的純粋交換経済，少数の企

業が存在する寡占市場，そして環境問題を有

する商品の市場である．そのため経済主体間

の資源配分で効率的なもの，非効率的なもの，

公平なもの，不公平なものを含む可能な取引

リストが与えられたもとで，それらが市場で

均衡として実現するような経済の基礎条件

はどのようなものか明らかにしたい．次に，

均衡の安定性を多面的に検証する．いくつか

の調整過程を考え，複数種類の商品を経済主

体が初期保有という形で有する市場での商

品の取引を経て，各商品の価格が各市場の需

給をバランスさせる水準に収束するのかし

ないのかを理論分析と実験分析で検討する． 

 

３．研究の方法 

（1）完全競争下の複数市場均衡の安定性と

経済主体間の公平性の実験分析：３つの均衡

（１つが公平，残り２つが不公平）が存在す

るモデルを２種類構築した．実験は被験者を

募り，２種類の商品に見立てたカードを配布

して行った相対取引と，コンピューターオン

ライン上でバーチャルな商品を売買するダ

ブルオークションの２通りで行った． 

（2） 貨幣取引市場のモデル設計と実験分

析：貨幣サーチモデルの理論モデルをどのよ

うに実験用に書き換えるかを検討し，本プロ

ジェクト用の実験の設計を行った．この際，

マッチしたプレーヤーの取引に関して複数

の交渉方法を考慮し，また，集権的な貨幣取

引市場についても実験の設計を行った． 

（3）市場の均衡の安定性に関するゲーム理

論を用いた理論分析と実験分析：①非分割財

市場，寡占市場，二国間国際貿易における安

定な状態の先見的安定集合による分析，②特

許のライセンス取引市場における取引主体

間の特許料をめぐる交渉を取り入れた協力

ゲームによる分析，③非分割財市場，労働市

場のマッチング理論による分析を行った． 

（4） 環境問題の実証分析と制度設計：環境

問題に関しては，共有地の悲劇を回避し，効

率的な資源配分に誘導するメカニズムがい

くつか提唱されている．しかし，それらが実

際にうまく機能するか否かに関する実証研

究はあまりなされていない．本研究では，理



 

 

論的に性能がよいとされるメカニズムが，本

当にうまく機能するかどうかを日本および

中国でのアンケート調査で吟味した． 

 
４．研究成果 

（1）完全競争下の複数市場均衡の安定性と

公平性の実験分析：ほとんどの実験のデータ

が公平な均衡への収束を示した．このことか

ら，他人の情報を与えなくとも物々交換のみ

を通じて格差をなくす調整メカニズムが市

場に自然発生する可能性を見出した． 

（2） 貨幣取引市場のモデル設計と実験：貨

幣経済の実験では，貨幣と商品の持ち方に応

じた得点表とを配布し，20人程度の被験者に

2人ずつのペアを作らせ模擬の貨幣と商品を

交換させた．その結果，ほぼ理論予測通りの

貨幣経済が実現することがわかった． 

（3）市場の均衡の安定性に関するゲーム理

論を用いた理論的分析：①非分割財市場，寡

占市場，二国間国際貿易については，主体が

先見的な行動をとる場合，ほぼパレート最適

な状態が達成されうることを明らかにした． 

②特許のライセンス取引市場については，協

力ゲームの解による分析を行い，従来の非協

力ゲームによる分析とは異なった結果が得

られるが，企業数が非常に大きくなった時に

は，両者は同じ結果を与えることを示した．

また,企業数が少ない場合に関しては被験者

を使った実験を行い，多くの場合ライセンス

フィーの最大額は交渉集合による協力解の

結果に近いものになった。 

③非分割財市場，労働市場のマッチング理論

については，従来研究されていなかった外部

性のある状況について，均衡状態を定義しそ

の性質を明らかにした． 

（4） 環境問題の実証分析と制度設計：環境

問題の実証研究において得られた主な結果

として第一に，人々の環境意識の高低が彼ら

の交通手段の選択行動に重要であることが

明らかになった．第二に，環境ラベルが消費

者の電気商品の購買に影響を及ぼすことが

わかった．第三に，中国の企業にとって外資

資本があるほど，または厳しい競争を直面す

るほど，製品のエコラベルを認証するインセ

ンティブが高くなることが明らかになった． 
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